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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公開番号】特開2016-80847(P2016-80847A)
【公開日】平成28年5月16日(2016.5.16)
【年通号数】公開・登録公報2016-029
【出願番号】特願2014-211512(P2014-211512)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月11日(2017.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ入射光の波長である入射波長より小さい大きさを有する複数の金属構造体によ
り構成された第１の金属構造層および第２の金属構造層と、
　該第１および第２の金属構造層の間に配置された誘電体層とを有する光学素子であって
、
　前記第１および第２の金属構造層のそれぞれにおいて、前記複数の金属構造体は、互い
に異なる形状の金属構造体を含んでおり、
　前記第１および第２の金属構造層の間の距離をｄｚとし、前記入射波長をλとし、前記
誘電体層の前記入射波長における屈折率をｎとし、Ｎを０以上の整数とするとき、

【数１】

なる条件を満足することを特徴とする光学素子。
【請求項２】
　前記第１および第２の金属構造層のうち該各金属構造層の層面に対する法線方向での同
一位置において、該第１および第２の金属構造層を構成する前記金属構造体により生成さ
れる異常光の位相遅延量の差Φが、

【数２】

なる条件を満足することを特徴とする請求項１に記載の光学素子。
【請求項３】
　前記第１および第２の金属構造層のうち該各金属構造層の層面に対する法線方向での同
一位置において、該第１および第２の金属構造層を構成する前記金属構造体により生成さ
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れる異常光の位相遅延量の差Φが、
【数３】

なる条件を満足することを特徴する請求項１に記載の光学素子。
【請求項４】
　前記第１および第２の金属構造層を構成する前記金属構造体は、それぞれ前記入射波長
より短い長さを有する２つの金属線部が互いに角度をなすようにそれら金属線部の一端に
おいて結合した構造を有することを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の光
学素子。
【請求項５】
　前記入射波長が、４００ｎｍ以上、７００ｎｍ以下であることを特徴とする請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の光学素子。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の光学素子と、
　該光学素子を保持する本体とを有することを特徴とする光学機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一側面としての光学素子は、それぞれ入射光の波長である入射波長より小さい
大きさを有する複数の金属構造体により構成された第１の金属構造層および第２の金属構
造層と、該第１および第２の金属構造層の間に配置された誘電体層とを有する。第１およ
び第２の金属構造層のそれぞれにおいて、複数の金属構造体は、互いに異なる形状の金属
構造体を含んでおり、第１および第２の金属構造層の間の距離をｄｚとし、入射波長をλ
とし、誘電体層の前記入射波長における屈折率をｎとし、Ｎを０以上の整数とするとき、
λ（２Ｎ＋０．５）／（４ｎ）≦ｄｚ≦λ（２Ｎ＋１．５）／（４ｎ）
なる条件を満足する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　実施例２の光学素子は、入射波長を有する入射光に対する通常光の反射成分の強度（生
成効率）を低くして、異常光の透過成分の強度（生成効率）が高くなるように製作した光
学素子である。入射波長は６５０ｎｍである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００８４】
　表４には、本実施例の光学素子にｚ方向に伝播するｘ偏光波を入射させた際の異常光の
生成効率を示している。表４に示すように、本実施例の光学素子は、入射光の強度に対し
て２０．３％の成分を、その偏光方向を変化させて異常光とし、かつその伝播方向を変化
させて透過する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　実施例３の光学素子は、入射波長を有する入射光に対する通常光の反射成分の強度（生
成効率）を低くして、異常光の透過成分の強度（生成効率）が高くなるように製作した光
学素子である。入射波長は６５０ｎｍである。
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